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コール酸分泌については既にそれぞれ AUEN(1956)および TOLBERT(1956) 

によって注口されている。各植のクラ E ドモナスの純粋~eiを(i夜i官接)の実験

(LEWIN， 1956)によって，グリコ ー)1/酸を分泌するものを 2t!通知認め得た。以li

ち (a)C. aff. in.斤'exaPRlNGSHElM， Bermudaにおけるマ γグロ ープ沼地から

採集し分離地設されたもの，および (blC.ρhilotes (sp. nov見込)，メキνコ
の ChihuahuaIllT附近の荒熊地から採集分離されたものとである。 とれらtだ

せた基から分離するによfJいられた方法は以下lこ説述するとおりである。

2週間培養をおこなって細胞を

取除いた上澄液は 1，500から 10ml. 

までに:M~められたので， これを 30

ml.のエタノ ーノレ中に注入した。 沈

澱したポリサッカリッドを取去り ，

培'I'i:液を冷しておくと針状給品の来

が現われて来た。それをエタノ ール

のLI'で洗って乾かすと (a)は約 19の

細胞から 21mg の (~ I 状結品が)分

泌がされ，(b)は 14mgが 0.5gの細
Fig. 1. X線回析図

胞から分泌された。この結品物は少
(1) グリコール酸カルシウム
(2) Chl即時dO'>>tonasa.ff. in fie仰の なくとも 1%までは冷水中に溶解占

上澄放の未知I物 れる。過酸加水分解It.粉分もアミノ

酸をも産出しはしなかった。 これらいくつかの予備実験はこの物質が;ht表酸

のカノレVクムi主からできていることを示すものであった。 N-プチノレアルコ ー

ノレ :水:酢酸の比を4:4: 1 (過重相)を用いた紙 とクロマ トグラフィーはグリ
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コーノレ酸であることを示したが， これはま差点が稀薄であることが，酸が少し

く揮発性であることを示しているから，なおさらにそうであることが知られ

る。 この未知物とグりコ{ノレ酸のRf指数は次の如く相似的の値のものであ

る。本未知物;0.52， 0.57:グリヨール酸;0.54， 0.55， 0.58. 

本{共試物(未知物)との比較のために作ったグ Pコール殻カlVi/クムは炭

酸カノレνヲムとグリヨーノレ酸で作り水中より再結晶させたものを用いた。未
知物(a)を用意されたグリコール酸とのX線回折図 (A.N.O・NEILL博士の調
製による)は全く一致していることが示されている (Fig.1)⑤ 

Resu田長

Glycolic acid has been demonstrated as an extracellular metabolite in 
culture media of two species of Chlamydornonas. 
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乙の論文の原稿はエスペラント文で書かれてあって，私1<:本誌への投稿を托され

たのでゐったが，本誌の都合により執筆者本人の了解を得て日本文に訳したので.十

分i己原文の窓を尽し得!.J.かった点があるかも知れないけれども訳文の賃は私にある己

とを付記する。

(横浜市立大学生物学教室津村孝平)
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